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Information

表紙は、今年7月13日に開催された龍谷大学大学懇談会（全国保護者懇談会大阪会場）の懇親会で保護者に対して
エールを行う龍谷大学一般同好会 応援リーダー部です。応援リーダー部の皆さんには、5月25日の深草キャンパス会
場、6月16日の瀬田キャンパス会場でもご登壇いただきました。

応援リーダー部の活動はこちらのInstagramでもご覧いただけます。
https://www.instagram.com/p/C9ZA9s3JVsR/?img_index=2



2024年5月11日（土）から17日（金）、第63回親和会定期総会（Web審議）開催

　親和会総会は、年に一度、龍谷大学生の全保護者（保証人）の方へご案内を送付し、会計・会務の報告、
予算の承認、理事及び監事の選出、その他事業を進めていく上で必要な事項を審議いただく会議です。
　3つの議案（①2023年度事業報告・決算、②2024年度新役員の選出、③2024年度事業計画・予算）の審議
結果については、賛成多数でご承認いただき、「保護者ポータル」でもお知らせしております。
　保護者同士の親睦と学生たちの学生生活が豊かなものになりますよう、引き続き、親和会事業にご理解
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2024年度第63回親和会定期総会（Web審議）ご報告

監事
粟津 貴子

2024年度親和会
本部役員紹介

監事
辻本 若菜

副会長
石野 元彦

会長
寺西 覚水

常任理事
塚田 留三子

常任理事
中原 聡子

副会長
杉田 善教

副会長
苧阪 友作
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2024年度  親和会長

親和会長就任挨拶

　今年度より龍谷大学親和会会長に就任させてい
ただきました寺西覚水です。前会長の寺田崇雄様
におかれましては、一年間お疲れ様でございまし
た。大変お世話になりましたことをこの場をお借り
して御礼申し上げます。
　さて、保護者の皆様には平素より親和会活動にご
理解ご協力賜っておりますことを御礼申し上げます。
コロナ禍で活動を制限されていた学生生活も徐々
に緩和され、各キャンパスは賑わいを取り戻してお
ります。それに伴い親和会活動もコロナ禍以前のよ
うに全国保護者懇談会を開催させていただきまし
た。各会場とも多くの保護者の方々にご来場賜り有
意義な会となりました。引き続き大学・学生支援、
保護者同士のつながりを充実させてまいります。
　さて、コロナ禍で経済的に困難な状況に陥って
しまった学生を支援すべく、親和会として「百縁夕
食」を期間限定で実施したところ、多くの学生さん
にご利用いただきました。先日も龍大卒業の大学
職員の方に「学生時代に百縁夕食のお世話になり
ました」と御礼の言葉を頂きました。今年度はその
活動をさらにバージョンアップする形で「親和会サ
ラダ」と「百縁朝食」を実施してまいります。親和会
サラダは農学研究科と生協様にご協力いただき、
バランスを重視したメニューとなっています。親和

会より半額を補助させていただきます。また百縁
朝食は各キャンパスにて朝の勤行、法話の後にお
参りされた学生さんに「朝食券」を配付する取り組
みです。いずれも保護者の皆様よりお預かりしてお
ります親和会費より支出させていただきます。是
非お子様にお勧めください。
　現在、龍谷大学は「仏教SDGS」の取り組みを推
進しておられます。そのこころは経典の「摂取不
捨」と聞かせていただいております。「誰一人取り残
さない」「あなたを決して独りぼっちにしない」とい
う大学の学生に対する姿勢であると理解しており
ます。学業や課外活動で高い評価を受け、輝く学
生がいる一方で、大学になじめなかったり、人間
関係で躓いたりと辛い日々を送る学生がいること
も事実であります。そのような学生も決して見放さ
ず、ともに悩み、寄り添い続けることこそが摂取
不捨の実践ではないでしょうか。建学の精神に浄
土真宗の教義を据えている大学として大変すばら
しい取り組みであり、親和会としてもサポートして
まいりたいと考えております。
　保護者の皆様におかれましても、大学ならびに
親和会活動に今後ともご理解ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げまして、就任の挨拶とさせてい
ただきます。

て ら に し か く す い

大学の「摂取不捨」の実践を親和会としてもサポートしてまいりたいと考えております。

寺 西  覚 水
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2023年度  親和会長

寺 田  崇 雄

親和会長退任挨拶

　慈光照護のもと、皆様におかれましては、益々
ご健勝のことと存じます。
　在任中は、親和会員をはじめ、本部役員、各
地域理事の方々、大学の教職員の皆さま並びに卒
業生組織である校友会の方々にも支えられ、なん
とかお役目を終えることが出来ましたこと深く御礼
申し上げます。
　この4年間、子どもたちと一緒に龍谷大学の「真
実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」とい
う建学の精神を学ばせていただき、副会長として
3年、会長としては1年という期間、親和会と龍谷
大学にお育てを賜りました。
　4年の間には、新型コロナウイルス感染症が流
行し、最初の2年間はほとんど親和会活動ができ
ずに過ぎていきました。また子どもたちの学校生
活や課外活動にも大きな影響がありました。オン
ライン授業が主体で対面授業が行われなかったこ
と、課外活動も多くの制限の中での学生生活を強
いられることになりました。また、アルバイトも自
由にできない中、生活の困窮が心配される学生も
現れ、そういった学生にむけて「百縁夕食」を実施
し、100円で栄養のバランスが取れたメニューを提
供するなどの工夫をいたしました。この活動は新
型コロナウイルス感染症が5類相当に移行されて
からも引き続き実施し、さらに朝食の提供を行う

こととしました。
　保護者向けにはこれまで紙面でお知らせしてき
ましたお子様の学業成績・時間割・学費情報など
を「保護者ポータル」でお知らせすることになり、
より多くの情報をより身近にお届けできるようにな
りました。2023年度では80%超の登録をいただき
ました。発信内容には成績などの大切な情報もあ
ることから100%の登録を目指して普及宣伝活動
を展開しております。
　親和会には、これまでに全国保護者懇談会など
でいただいた多くの保護者の方の声（意見）に応え
ていけるよう継続して活動を続けていって欲しいで
す。これからも子どもたちにどのような支援ができ
るか？保護者の方々の心配事は何なのか？など、
いつも聴く姿勢を大切にして親和会活動を充実し
てくださることを願っています。
　子どもたちには、ひとり一人自分の将来を思い
描いて、それが実現していけるような学生生活を
送り、龍谷大学が持っている学風を身にまとって
社会で活躍して欲しいと願っています。
　皆様にはこれからも親和会活動が有意義な活動
となるよう、ご理解とご協力、ご教導くださいます
ようお願い申し上げます。　
　退任に際し、今後の龍谷大学の発展と親和会活
動の充実を心より念じ挨拶とさせていただきます。

て ら だ た か お

親和会活動が有意義な活動となるよう、ご理解とご協力、ご教導ください。
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● 親和会における各種事業（A.保護者対象事業、B.学生・大学支援事業）実施に必要な予算を計上する。
● 能登半島地震に伴う被災学生に対する支援として、「学生災害特定引当積立金」を200万円取崩し、「自然災害等特

別見舞金」に積み増すことで、必要な支援ができるよう備える。
● 物価高騰の影響により全国保護者懇談会実施に係る経費が高騰していることを受け、「全国保護者懇談会実施費」
（4,300万円）に400万円を加えた4,700万円を計上する。

● コロナ禍の影響を受け、経済的に困窮する学生への食支援・経済支援を目的に2021年度から実施している「百縁
夕食」について、2023年度は物価高騰等に対する経済支援と位置づけ支援を継続してきた。
2024年度は、夕食に加え朝食の提供や、日常的に安価に提供できる親和会メニューを開発する等、本事業を拡大
し、食支援・経済支援の充実を図る。「特別対策事業助成費（物価高騰等に対する学生への経済支援）」（1,000万
円）に500万円を加えた1,500万円を計上する。

2024年度 親和会事業計画  
2024年度事業計画及び予算について

5．保護者ポータルの運営
2022年度に開設した保護者ポータルを通じて、大学と連携し、各種お知らせを発信する。保護者・学生・大学との教育
連携が強化され、学生生活の充実が図られるよう取り組む。保護者ポータル保守に係る経費及びID通知に係る郵送費
等の支援を行う。

4．広報関連事業　「親和会だより」発行
広報関連事業として「親和会だより」を年2回発行し、保護者ポータルに掲載する。

6．龍谷総合学園学校保護者会連合会活動
龍谷総合学園学校保護者会連合会活動へ参画し活動を推進する。

A.保護者対象事業
1．2024年度（第63回）親和会定期総会の開催

新年度（2024年度）の親和会事業を審議・決定するため会則第10条第1号に基づき定期総会を開催する。
実施期間 2024年5月11日（土）～ 17日（金） 実施方法 Web審議 審議結果公表 5月20日（月）

2．全国保護者懇談会（大学との共催）の開催
■親和会 学生生活、修学状況、就職問題等について、直接教職員から説明・報告を受け、保護者が日頃抱えている

疑問や問題等の解決をはかる。また各都道府県における保護者同士の親睦・交流を深め、情報交換の場と
しても利用していただき龍谷大学ファミリーとしての絆を強める。

■大　学 保護者に本学の教育理念（学修支援、就職支援）を説明・報告し、その理解を求める。また意見聴取・交換
を通した相互理解を目指し、保護者と大学が一体となって、さらなる教育・研究の充実・発展を期す。

上記目的の実現のため、龍谷大学及び龍谷大学親和会の共催事業として保護者懇談会を開催する。
開催地 時期

内容
全国29会場にて開催（大阪会場含む） 2024年5月中旬～7月中旬 
①大学状況説明 ②親和会事業説明 ③個別懇談またはグループ懇談（成績・就職・学生生活） ④懇親会

3．三者（大学･親和会･校友会）共催事業の開催
大学、親和会、校友会（卒業生組織）の三者による共催事業に取り組む。
❶大学懇談会（大阪）の開催
大阪における保護者懇談会は、「大学懇談会」と称して、校友会（卒業生組織）とも連携の上、就職支援事業を強化した
形で実施する（講演会を開催する）。

開催日 2024年7月13日（土） 場所 ホテルニューオータニ大阪

開催日 4月～12月にかけて適宜開催 場所 龍谷大学深草キャンパス

❸資格取得支援事業の開催
税理士や会計士等を目指す学生を対象に、龍谷大学校友会職域支部の職業会計人グループ（RAS）会員の協力のもと、
説明会・相談会・講習会等を開催する。

開催日

❷龍谷大学ホームカミングデー 2024開催
龍谷祭（学園祭）の開催期間中に保護者・卒業生を対象とした見学企画イベントを開催する。

2024年10月26日（土）瀬田キャンパス（予定） ／ ２024年11月3日（日）深草キャンパス（予定）
内容 龍谷祭模擬店利用券配付、本願寺書院見学ツアー〈11月3日〉（予定）
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B.学生・大学支援事業
1．親和会奨学事業の実施

❶親和会海外研修奨学金制度（夏期・春期の年2回）
学生が自主的に計画した海外研修に対し奨学金を給付する。「自己研鑽コース（10万円以内）」と「研究コース（30万円以
内）」の2コースで、夏期・春期の年2回の募集を行う。

❷親和会学生活動奨励金制度
学内外の活動を問わず他の範となるべき優秀な業績をおさめた学生の団体に対して奨励金を給付する。

❸親和会学生救済型奨学金制度
修学の意思はあるが、保護者（家計支持者）の死亡・離職・失職等により学費工面が困難となった学生に対して、学費
等支援を行う学生救済型の奨学金を給付する。

❹親和会優秀者表彰制度
様々な分野で著しい成績・成果をおさめた個人・ゼミ・団体等に対し、学生が意欲的に自らの目標に向かって自己研鑽
することを奨励する。

2．自然災害等救済支援活動の実施
親和会自然災害等特別見舞金制度
学生・保護者の自然災害等による被災者に対し、見舞金を給付する。

3．親和会助成事業の実施
❶教育・研究活動助成制度

学生個人、又は団体による自主的な学修・研究活動を支援することを目的とし、課題研究発表会の開催や論文集作成
等に対して助成を行う。

❷特別助成制度
全国大会出場、周年記念事業等の臨時的な課外活動及び大学事業に対して援助を行う。

4．大学の学生支援事業への助成
龍谷大学が実施する学生支援事業に対し直接的な助成を行い、その事業の一層の充実及び拡大を目指せるよう協力する。

5．入学記念品の贈呈
歓迎の意を込めて、新入生に記念品を贈呈する。

6．卒業時の表彰制度
卒業生の大学への帰属意識醸成を目的として、在学中、優秀な活動・業績を収めた学生に対し、「親和会長賞」を贈呈し、
卒業式においてその表彰を行う。

7．防災備蓄品等整備にかかる助成
全学的な防火・防災に対応し、災害発生時の対応を強化するため、大学の行う防災備蓄品等整備にかかる費用への助成
を行い、親和会として危機管理対策の充実に寄与する。

8．  「仏教の思想」科目テキストにかかる助成
全学必修科目である「仏教の思想」科目を履修する入学生（編転入生含む）に対し、本科目のテキスト（「釈尊と親鸞」）の購
入にかかる費用を助成する。

9．大学が実施する特別対策事業に係る助成
物価高騰対策等の大学が実施する特別対策事業（学生支援等）に対し「特別対策事業助成費」として、1,500万円を計上する。

10．積立金事業
将来的な展望に立ち、継続的に学生生活を支援し、親和会事業を円滑に運営できるよう積立金事業を実施する。
❶奨学金積立金　❷学生施設・課外活動支援積立金　❸学生災害特定引当積立金　❹記念事業積立金

11．大学募金活動への協力
教育・研究・学生活動支援や施設整備の環境整備等の目的で、大学が実施する募金活動に賛同し、寄付の呼びかけを行う。
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自 2024年4月1日
至 2025年3月31日

収
入
の
部

支
出
の
部

会　　　費 
　会　　　費 
　入　会　金 
寄　付　金 
雑　収　入 
資産運用収入 
積立金取崩 
前年度繰越金 

1

2
3
4
5
6

1
2

162,838,000
148,582,000

14,256,000
0

20,000
0

2,000,000
27,702,351

192,560,351

162,014,000
147,665,000

14,349,000
0

20,000
0
0

55,439,052
217,473,052

824,000
917,000

△ 93,000
0
0
0

2,000,000
△ 27,736,701

-24,088,701

事　　業　　費
　全国保護者懇談会実施費
　共催事業助成費
　広報事業費
　保護者ポータル運営助成費
　奨学事業費
　　親和会海外研修奨学金
　　親和会学生活動奨励金
　　親和会学生救済型奨学金
　　親和会優秀者表彰費
　自然災害等特別見舞金
　親和会助成事業費
　　教育･研究助成費
　　特別助成費
　学生支援事業助成費
　　クラブ活動助成費
　　集団指導助成費
　　学友会行事助成費
　　学生災害補償費
　　スクールバス運行助成費
　　健康管理費
　　保健管理センター助成費
　　就職・キャリア支援助成費
　新入生歓迎記念品費
　卒業時表彰費
　防災備蓄品等整備助成金
　「仏教の思想」科目テキスト助成費
特別対策事業助成費（物価高騰等に対する経済支援）
運　　営　　費
　人件費
　印刷製本費
　郵便費
　出張旅費
　会議費
　記念品・謝礼費
　備品費
　雑費
　慶弔経費
龍谷総合学園学校保護者会連合会費
引 当 積 立 金
　奨学金積立金
　学生施設・課外活動支援積立金
　学生災害特定引当積立金
　記念事業積立金
予    備    費
次年度繰越金（決算後に確定）

1

2
3

4
5

6
7

1
2
3
4
5

6
7

8

9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4

1
2
3
4

1
2

1
2
3
4
5
6
7
8

142,892,000
47,000,000

3,500,000
800,000

5,000,000
9,450,000
1,000,000
2,000,000
1,500,000
4,950,000
4,000,000

18,000,000
8,000,000

10,000,000
41,150,000
10,000,000

5,000,000
1,400,000

900,000
10,000,000

3,600,000
250,000

10,000,000
4,780,000

600,000
1,200,000
7,412,000

15,000,000
17,410,000

4,500,000
300,000
700,000

6,500,000
3,500,000
1,400,000

30,000
80,000

400,000
1,252,000

12,000,000
3,000,000
2,000,000
5,000,000
2,000,000
4,006,351

192,560,351

144,794,000
43,000,000

4,000,000
1,000,000
5,000,000

16,950,000
3,000,000
2,000,000
7,000,000
4,950,000
2,000,000

18,000,000
8,000,000

10,000,000
41,150,000
10,000,000

5,000,000
1,400,000

900,000
10,000,000

3,600,000
250,000

10,000,000
4,752,000

600,000
1,200,000
7,142,000

10,000,000
21,800,000

4,500,000
1,000,000
1,000,000
6,500,000
6,000,000
2,000,000

150,000
150,000
500,000

1,265,700
33,000,000
15,000,000
10,000,000

5,000,000
3,000,000
6,613,352

217,473,052

-1,902,000
4,000,000

△ 500,000
△ 200,000

0
△ 7,500,000
△ 2,000,000

0
△ 5,500,000

0
2,000,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

28,000
0
0

270,000
5,000,000

△ 4,390,000
0

△ 700,000
△ 300,000

0
△ 2,500,000

△ 600,000
△ 120,000

△ 70,000
△ 100,000

△ 13,700
△ 21,000,000
△ 12,000,000

△ 8,000,000
0

△ 1,000,000
△ 2,607,001

0
△ 24,912,701

款 項

合計

合計

科目 予算額① 前年度予算額② 前年比予算額差異③
（①－②）

（単位：円）

（単位：円）

款 項 目 科目 予算額① 前年度予算額② 前年比予算額差異③
（①－②）

2024年度 龍谷大学親和会予算
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自 2023年4月1日
至 2024年3月31日

収
入
の
部

支
出
の
部

会　　　費 
　会　　　費 
　入　会　金 
寄　付　金 
雑　収　入 
資産運用収入 
積立金取崩 
前年度繰越金 

1

2
3
4
5
6

1
2

162,014,000
147,665,000

14,349,000
0

20,000
0
0

55,439,052
217,473,052

160,379,500
144,434,500

15,945,000
0

20,000
0
0

55,439,052
215,838,552

1,634,500
3,230,500

△ 1,596,000
0
0
0
0
0

1,634,500

事　　業　　費
　全国保護者懇談会実施費
　共催事業助成費
　広報事業費
　保護者ポータル運営助成費
　2022年度:保護者成績表送付助成費
　奨学事業費
　　親和会海外研修奨学金
　　親和会学生活動奨励金
　　親和会学生救済型奨学金
　　親和会優秀者表彰費
　自然災害等特別見舞金
　親和会助成事業費
　　教育･研究助成費
　　特別助成費
　学生支援事業助成費
　　クラブ活動助成費
　　集団指導助成費
　　学友会行事助成費
　　学生災害補償費
　　スクールバス運行助成費
　　健康管理費
　　保健管理センター助成費
　　就職・キャリア支援助成費
　　宗教教育助成費
　新入生歓迎記念品費
　卒業時表彰費
　防災備蓄品等整備助成金
　「仏教の思想」科目テキスト助成費
特別対策事業助成費（物価高騰等に対する経済支援）
2022年度:新型コロナウイルス感染症対策助成費
運　　営　　費
　人件費
　印刷製本費
　郵便費
　出張旅費
　会議費
　記念品・謝礼費
　備品費
　雑費
　慶弔経費
龍谷総合学園学校保護者会連合会費
引 当 積 立 金
　奨学金積立金
　学生施設・課外活動支援積立金
　学生災害特定引当積立金
　記念事業積立金
予    備    費
次年度繰越金（決算後に確定）

1

2

3

4
5

6
7

1
2
3
4

5

6
7

8

9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4

1
2
3
4

1
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9

144,794,000
43,000,000

4,000,000
1,000,000

5,000,000

16,950,000
3,000,000
2,000,000
7,000,000
4,950,000
2,000,000

18,000,000
8,000,000

10,000,000
41,150,000
10,000,000

5,000,000
1,400,000

900,000
10,000,000

3,600,000
250,000

10,000,000
0

4,752,000
600,000

1,200,000
7,142,000

10,000,000

21,800,000
4,500,000
1,000,000
1,000,000
6,500,000
6,000,000
2,000,000

150,000
150,000
500,000

1,265,700
33,000,000
15,000,000
10,000,000

5,000,000
3,000,000
6,613,352

0
217,473,052

129,171,610
48,417,136

3,091,593
316,800

5,000,000

7,161,000
630,000

1,600,000
0

4,931,000
200,000

10,186,271
4,313,101
5,873,170

41,150,000
10,000,000

5,000,000
1,400,000

900,000
10,000,000

3,600,000
250,000

10,000,000
0

4,752,000
555,060

1,200,000
7,141,750

9,685,300

15,035,911
4,339,490

713,040
726,328

4,494,385
2,036,119
2,112,900

0
280,129
333,520

1,243,380
33,000,000
15,000,000
10,000,000

5,000,000
3,000,000

0
27,702,351

215,838,552

15,622,390
△ 5,417,136

908,407
683,200

0

9,789,000
2,370,000

400,000
7,000,000

19,000
1,800,000
7,813,729
3,686,899
4,126,830

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

44,940
0

250

314,700

6,764,089
160,510
286,960
273,672

2,005,615
3,963,881

△ 112,900
150,000

△ 130,129
166,480

22,320
0
0
0
0
0

6,613,352
△ 27,702,351

1,634,500

款 項

合計

合計

科目 予算額① 決算額② 差異③（①－②）

（単位：円）

（単位：円）

款 項 目 科目 予算額① 決算額② 差異③（①－②）

2023年度 龍谷大学親和会決算
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2023年度 親和会優秀者表彰制度受賞者一覧
　様々な分野で著しい成績・成果をおさめた個人・ゼミ・団体等を表彰し、学生が意欲的に自らの目標に
向かって自己研鑽することを奨励する制度です。

（1）大学院優秀賞 （2）学部優秀賞

真宗学科
仏教学科

臨床心理学科

日本語日本文学科
英語英米文学科
現代経済学科
国際経済学科
経営学科
法律学科
数理・情報科学課程
知能情報メディア課程
電子情報通信課程
機械工学・ロボティクス課程
応用化学課程
環境生態工学課程
現代福祉学科
社会学科
コミュニティマネジメント学科
現代福祉学科
政策学科
グローバルスタディーズ学科
国際文化学科
植物生命科学科
資源生物科学科
食品栄養学科
食料農業システム学科
社会福祉学科
こども教育学科

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
2
2

石井　眞依子
田中　友紀子
和氣　清華
笹垣　ひかり
桂　章浩
井関　萌乃
原地　星那
藤原　孝輝
村上　いおり
常松　遥奈
池田　真唯
脇澤　舞衣
佐竹　星哉
佐藤　夏帆
檜垣　栞良
小林　雅俊
中内　悠太
脇　耀鋭
粉室　明弘
戸田　葉月
谷口　青空
山本　優衣
津田　和佳奈
上田　七生
奥田　美森
池上　将史
尖　捺嬉
森本　ゆきの
小池　真央佳
⻆川　結香
井上　美咲
秋田　恵里
小嶋　葵
齊藤　万結

学科・専攻学部 学年 氏名

文学部

法学部

政策学部

国際学部

農学部

短期
大学部

先端
理工学部

社会学部

経済学部

経営学部

真宗学専攻
仏教学専攻
臨床心理学専攻
日本史学専攻
日本語日本文学専攻
法律学専攻
経済学専攻
経営学専攻
社会福祉学専攻
数理情報学専攻

機械システム工学専攻
物質化学専攻

環境ソリューション工学専攻
言語コミュニケーション専攻

実践真宗学専攻

政策学専攻
食農科学専攻

M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M2
M3
M3
M2
M1

秦　正顕
圓　妃菜子
藤野　真緒
吉田　野乃
黒田　聡実
藤村　恵
傅　倩楠
陳　可欣
ソン　ニガ
中世古　真吾
前田　直輝
伊藤　良
明平　弘
嶋津　翔太
大野　巧成
柴田　夏生
磯部　大輔
上水流　優志
望月　真世
高千穂　光正
伊藤　悠希
小坂　広海

専攻研究科 学年 氏名

文学
研究科

法学研究科
経済学研究科
経営学研究科
社会学研究科

実践真宗学
研究科

政策学研究科
農学研究科

国際学研究科

理工学
研究科

（3）学部教育賞

真宗学科
仏教学科

臨床心理学科

日本語日本文学科
英語英米文学科

伝道学演習ＩA・ＩB

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

3

米倉　康江
三保　秀文
　村　竜司
堀越　萌衣
小野木　奈緒
小笠原　実咲
山本　祥太郎
中尾　賢輝
中村　京香
藤井　瑞季
片山　茉莉花

学科学部 学年 氏名・団体名

文学部

岩田真美ゼミ（16名）
阿久津慶治・井上幸起・岡﨑智弥・奥島聖矢・菊池慎・黄堂紗文・小堀唯伽・
中村翔哲・藤井臣人・増川優和・美濃部心・山田慧子・山本蛍太・山本鈴乃・
山本花菜・能島慈雲

※学年は2023年度のものです。

歴史学科

電子情報専攻

情報メディア学専攻

哲学科

哲学科

歴史学科
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現代経済学科

数理・情報科学課程
知能情報メディア課程
電子情報通信課程
機械工学・ロボティクス課程
応用化学課程
環境生態工学課程

国際文化学科

グローバルスタディーズ学科
植物生命科学科
資源生物科学科
食品栄養学科

食料農業システム学科

社会福祉学科
こども教育学科

国際関係コース
英語コミュニケーションコース
環境サイエンスコース
スポーツサイエンスコース

1
2
2
3
3

経営学科

4
3
2
1

八塚　悠大
山口　宏樹
足立　真希
大槻　羽音

4
3
3
1
4
3
3
2
3
3
3

3
2
1
3
3
3
3

1
1

今田　華奈
大櫃　有紗
正田　真也
梅田　歩武
新　怜史

山下　稜心
築山　朋香
磯田　朱里
河瀬　敬佑
吹原　里美香
吉留　夕都
川端　真綸
藤田　あさひ
二宮　若菜
池本　結希菜
山平　美海

ビ　テイヒユエン
小坂井　梨紗
中根　菜摘
中村　ひので
須山　美咲
中村　優香
吉田　凪沙

屋田　梨乃
森下　梓

3
3
3
3

佐々木　萌
水口　璃々佳
近藤　愛歌
松岡　蒼馬

学科学部 学年 氏名・団体名

氏名・団体名共通コース学部・学科 学年

氏名

文学部

経済学部

経営学部

法学部

3

4

先端理工学部

現代福祉学科

現代福祉学科
社会学科

社会学部

政策学部
4

国際学部

農学部

短期大学部

文学部・
経済学部・

先端理工学部・
心理学部

経営学部・経営学科

北野信彦ゼミ（11名）
伊藤鴻司・小谷彩翔・笹山和寛・関元隆明・竹中彬子・中尾有希・平田凌大・
松井調・松尾野々花・南陸斗・藪中美月

浜井浩一ゼミ（15名）
大園拓夢・越智あやの・菅陸海・三木響・鈴江陽花・坪井佑介・中田浩羽・那須円香・
野田啓希・廣政拓己・古川大地・細井日菜・中嶋和佳子・山口真潤・山本真央

牛尾洋也・古川原明子・山田ゼミ（有志8名）
〈2年〉井上絢菜・辻虹菜・辻野みくら　〈3年〉芦田亮佑・加藤紅葉・西川航平
〈4年〉中原実華・三須愛子

阿部大輔ゼミ（13名）
池森雅規・川瀬遥奈・鈴木勇汰・竹下果歩・十露木聡太・長田紗季・永原侑汰・
深谷匠・古川嵩治・三村遥菜・森本大地・吉岡未桜・北村有優

中川雅嗣・金子あき子ゼミ「こうやに挑んだ十有志」（10名）
〈1年〉作本真里奈・　原愛珠　〈2年〉山田奈由・宮本亜胡　
〈3年〉家田くるみ・日下部愛美・新堀未侑・友池心香・脇美幸・白林卉

深尾昌峰ゼミ（15名）
石田菫・梅原初音・江見柚香子・大藤匠・栢村翔太・川並栞・神戸晟太・小坂勘太・
橋本優花・宮下真美・山中ちひろ・江口美桜・服部華奈・前田優斗・宮﨑起玖

♯ツナガルアクリルプロジェクト（10名）
〈文1年〉小村柊翔　〈文2年〉安東潤一郎　〈経済3年〉山本安紋
〈先端理工1年〉王天琪　〈先端理工2年〉鶴村 亮介　〈先端理工4年〉森川泰輔
〈心理1年〉坂川奈々乃・野田望真花・森彩花・加納なつみ

歴史学科文化遺産学専攻 3

経
済
学
部

国際経済学科

現代経済学科

社会学科
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全国保護者懇談会・親和会講演会・大学懇談会開催ご報告
　5月から7月にかけて、全国29会場において全国保護者懇談会開催し、約2,000名の保護者の皆様にご参
加いただきました。

全体説明会（大学状況説明・親和会事業説明・就職状況説明）
　大学代表より大学の状況をご説明いただき、親和会役員より親和会
事業計画について説明させていただきました。
　続いて、保護者の皆様の関心の高い龍谷大学の就職状況について、
キャリアセンタースタッフよりご説明いただき、保護者の皆様も熱心に
耳を傾けておられました。

各種懇談会・説明会
　成績に関する懇談を行う「学修懇談会」、進路・就職に関する懇談を
行う「就職懇談会」のほか、「留学説明会」「教職説明会」「学生生活相談
会」など様々な相談会を開催し、会場は熱心に懇談される保護者の皆
様で賑わいました。

学生芸術作品展示（京都会場のみ）
　キャンパス内においては池坊華道部、書道部蟠龍會、美術部あーちすと会による学生芸術作品展示や、
茶道部釣寂会による野点（抹茶接待）を実施。多くの保護者の皆様に学生活動に触れていただく機会となり
ました。

懇親会
　懇親会では、保護者の皆様、大学教職員とが和やかに懇親いただきました。京都会場の懇親会では吹奏
楽部、バトンチア・SPRITS、応援リーダー部による学生アトラクションをお楽しみいただきました。
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大学懇談会講演会（大阪会場）
　横井定株式会社 代表取締役社長（龍谷大学経営学部卒業）横
井昭様をお招きし、「少子化による人口減少からくる社会構造の変
化について～変化に対応するために学生に期待すること～」を
テーマにご講演をいただきました。
　参加者アンケートでは、「経営者の貴重な話を聴き、少子化が
及ぼす影響を社会全体がどうとらえるか、大きな視野を持つこと
ができました」「子どものみならず自分自身にとっても今後の人生
について参考になった」「将来を見極めて行動していくことの大切さを改めて感じ、子どもに伝えたいと思っ
た」などのご感想をいただきました。
　大学懇談会講演会の内容は、保護者ポータルからご視聴いただけます。

親和会講演会（京都会場）
　先端理工学部　環境生態工学課程の山中 裕樹教授をお招きし、

「さあ、生物多様性をどう守ろうか」をテーマにご講演いただきま
した。
　参加者アンケートでは、「気候変動等と地域DNAの違いについ
てよく理解できた。普段の生活において気に留めていきたい。」

「環境の事は未来の子どもにつながるだけでなく、『遠くのだれか
に』という言葉が心に残りました。」「環境DNA分析、ネイチャーポ
ジティブなど初めて意識した。子ども、孫、他の国の人の未来に、今の私たちのしわ寄せが行かない行動、
何ができるか考えたい。」「日頃気になりつつも後回しになりがちな環境問題について、興味深い研究内容を
ご教示いただき、今後は「わが事」として目を向けられるよう、できることから始めてみようと思いました。」
などのご感想をいただきました。

・県外に出て親として不安もありましたが、キャンパスの様子や関係者の方々の温かい雰囲気を感じ
ることができて毎年安心させてもらってます。

・離れて暮らしているので学習面、生活面全てが心配なので、大学側からの説明はありがたい。
・初めて瀬田キャンパスを訪問しました。落ち着いた環境でとても素敵なキャンパスだと感じました。

説明会もレジュメも理解しやすく作成されていて良かったです。
・普段出会うことのない保護者の方々と交流ができ、熱心な保護者の方々にいい刺激をいただきました。
・不安なことがあれば色々と相談できる所があると知って安心しました。
・とても手厚く様々なフォロー体制があることがわかりました。
・親和会のおかげで保護者ポータルアプリが開発されて、学生生活がよく分かるのでありがたいです。
・保護者として大学とのかかわりが持てる貴重な機会なので、参加して良かったです。

● 参加者の声
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物価高騰の影響を受ける学生への食支援・経済支援を実施
　コロナ禍における食支援・経済支援として2021年に開始した「百縁夕食」（1食100円で栄養バランスの取れ
た夕食を提供）は、物価高騰の影響を受ける学生への支援と位置づけ、支援を継続しています。
　2024年度は、「百縁夕食」の新たな展開として、学内のコンビニでお弁当やパンなどの購入に利用できる朝
食券の配付や、農学研究科が開発したサラダを通常の半額（60円）で昼食時に提供するなど、支援を拡充いた
しました。前期に引き続き、後期にも開催予定です。

※全キャンパスで毎朝、勤行をおこなっています。勤行とは如来（仏）の恩徳をたたえ、感謝の心を表わして勤め行う作法です。朝の勤行で心
を新たにして一日の生活を始め、夕べには過ぎし一日を感謝で送るという行いを大切にします。

朝の勤行、学長法話 伝道部の学生による法話 朝食券の配付

「百縁朝食」（朝食提供）
　建学の精神に触れるとともに朝食を摂る習慣を身に付ける機会として、朝の勤行※と法話に参加した学生
に、学内で使用可能な朝食券（400円）を配付いたしました。

濃厚！カルボ風ジャーマンポテトサラダブロッコリーとえびの
特製和風タルタル和え

マカロニ野菜サラダ（生協提供）

「親和会（保護者会）サラダ」（昼食提供）
　栄養が偏りがちな食事に1品追加しやすいようサラダメニューを60円で提供（親和会半額補助）。
　サラダメニューの開発には、農学研究科の学生が参画いたしました。

「百縁夕食」（夕食提供）
　1食100円で栄養バランスの良い夕食を提供するとともに、多くのご
縁に支えられていることに感謝し、新たなご縁が広がるようにとの想い
を込めて全キャンパスの龍大生協食堂、Café Ryukoku & にて実施い
たしました。
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Information

親和会では保護者（保証人）の皆様の疑問にお応えするべく、直通電話とメールアドレスを設けております。
親和会事業はもちろんのこと、大学に対するお問い合わせやご相談・ご要望など、お気軽にお寄せください。

直通電話：075-645-2780　※9時～ 17時（土・日・祝日・大学一斉休暇日休業）
メールアドレス ： sinwakai@ad.ryukoku.ac.jp
ホームページ ： https://www.ryukoku.ac.jp/link/parents.html

保 護 者
相 談 窓 口

（親和会事務局）

保護者相談窓口のご案内

保護者ポータルで成績表をご確認いただけます。
第1学期（前期）成績表は、9月9日から配信しています。成績を表やグラフで見やすくした「成績表ダッシュボード」もあ
わせてご覧ください。
学修状況の確認、親子間のコミュニケーション等にお役立ていただけると幸いです。

2024年度第1学期（前期）　成績表を保護者ポータルでご確認ください

学生が開催する「龍谷祭」に合わせて、親和会員（保護者・保証人）向けに「ホームカミングデー」を開催します。
●瀬田キャンパス／ 10月26日（土）　　●深草キャンパス／ 11月  3日（日・祝）
来場者の特典として、親和会員（保護者・保証人）１名に対して、学生模擬店でご利用いただけるチケット（1,000円分）
をお渡しします。（ホームカミングデー開催日のみ配付）
また、事前申込が必要ですが、「西本願寺・龍谷ミュージアム見学ツアー」も開催します。
詳しくは保護者ポータルの「お知らせ」、ホーム画面をご確認ください。
紅葉いろづく京都、滋賀。お子さまが学ぶキャンパスにぜひお越しください。

ホームカミングデーのご案内

2024年10月9日（水）

2024年10月26日（土）

第1回親和会役員会

開催日 内　容

2024年11月3日（日・祝）

2025年2月3日（月）

ホームカミングデー
深草キャンパス

ホームカミングデー
瀬田キャンパス 第2回親和会役員会 

開催日 内　容

親和会費については、「1会員（保護者・保証人）1会費」としています。本学にお子さまが2名以上通われている場合、
1名分の親和会費をいただいております。
ただし、新入生については、入学手続きの関係により会費を一律にいただいておりますので、「保護者ポータル」から返
金申請をお願いします。

兄弟姉妹複数在学に伴う親和会費返金手続きについて（2024年度入学生保護者対象）

親和会タブ ▶ 兄弟姉妹複数在学に伴う会費返金申請保護者ポータル

学生スケジュール（学年暦）は保護者ポータルや大学ホームページからご覧ください。Schedule［保護者用］

※親和会員（保護者）の皆様は、保護者ポータルのホーム画面をご提示いただくことで、
同伴者を含めて2名様まで無料で観覧いただけます。

※最新情報は龍谷ミュージアムホームページでご確認ください。混雑時は予約優先とな
ります。

龍谷ミュージアムのご案内
〈秋季特別展〉

2024年9月21日（土）～ 11月24日（日）

「眷属」
眷属（けんぞく）とは、仏菩薩など信仰の対象となる主尊に付き従う尊格
のことです。各地から約80件の作品が集います。仏教美術における名脇役
ともいえる眷属の個性豊かな姿をご覧ください。

けんぞく

問い合わせ先：龍谷ミュージアム Tel.075-351-2500　　　ホームページ：https://museum.ryukoku.ac.jp/
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龍谷大学　親和会事務局
編集：龍谷大学　親和会だより編集委員会
〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町67
Tel：075-645-7888　Fax：075-642-8867
Mail：sinwakai@ad.ryukoku.ac.jp
https://www.ryukoku.ac.jp/link/parents.html

親和会・親和会だよりに関するご意見、ご要望などは下記までお寄せください。

ブランドストーリー
世界は驚くべきスピードでその姿を変え、
将来の予測が難しい時代となっています。
いま必要なことは、「学び」を深めること。

「つながり」に目覚めること。
龍谷大学は「まごころある市民」を育んでいきます。

自らを見つめ直し、他者への思いやりを発動する。
自分だけでなく他の誰かの安らぎのために行動する。
それが、私たちが大切にしている

「自省利他」であり、「まごころ」です。
その心があれば、激しい変化の中でも本質を見極め、
変革への一歩を踏み出すことができるはず。

探究心が沸き上がる喜びを原動力に、
より良い社会を構築するために。
新しい価値を創造するために。

私たちは、大学を「心」と「知」と「行動」の拠点として、
地球規模で広がる課題に立ち向かいます。
1639年の創立以来、 貫いてきた進取の精神、
そして日々積み上げる学びをもとに、様々な人と手を携えながら、
誠実に地域や社会の発展に力を尽くしていきます。

豊かな多様性の中で、心と心がつながる。人と人が支え合う。
その先に、社会の新しい可能性が生まれていく。
龍谷大学が動く。未来が輝く。

You, Unlimited

龍谷大学の教育
あらゆる「壁」や「違い」を乗り越えるために、「まごころ」を持ち、

「人間・社会・自然」について深く考える人を育む。
それが、龍谷大学の教育のあり方です。

自分自身を省み、人の痛みに感応して、
他者を受け容れ理解する力を持つ。
人類が直面するリアルな課題と真摯に向き合う。
そして様々な学びを通じて本質を見極める目を養い、
自らの可能性を広げていきます。


